
電
子
工
学

光
工
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化
学
生
命
工

学

基
盤
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工
学

オ
ー

プ
ン
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ◎

2 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

代数学基礎論

基基盤盤理理工工学学専専攻攻

① ② ③

ディプロマ・ポリシー

(プログラム)

授　　業　　科　　目

単

位

数

必修／選択

経営実践特論

教育学特論

解析学基礎論

科目区分

技術者と安全・環境・倫理

国際社会の政治・経済

科学技術の歴史

世界の多極化と異文化理解

現代社会と倫理

代数学特論

解析学特論

日本語と思考

大
学
院
基
礎
教
育
科
目

大学院総合コミュニケーション科学

幾何学基礎論

大学院輪講第一（Ⅳ）

ベンチャービジネス特論

大
学
院
輪
講

大学院輪講第一（Ⅰ）

大学院輪講第一（Ⅱ）

大学院輪講第一（Ⅲ）

危機・限界体験特別実験

国際科学技術コミュニケーション論

言語と論理の哲学

大学院技術英語

知的財産権特論

先端技術開発特論

ETL(Elementary Teaching
Laboratory)

大学院特別講義

SDGsを支える情報通信論

幾何学特論

全
専
攻
共
通

大
学
院
実
践
教
育
科
目

大
学
院
産
学
連
携
科
目

GLTPセミナー

①幅広く深い科学的思考力

電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学の自らの専門分野において、俯瞰的な
幅広い視野を持ち、科学者・技術者の指導的立場となる能力を有する。それに加え
て、関連する専門分野を自ら修得し、先端的課題を自ら発見して設定し、解決でき
る能力を備えている。

②科学者・技術者としての
倫理観および社会性・国際性

理工学の基礎と応用を身につけた科学者・技術者として、科学・技術のもたらす人
間・社会・環境への影響を理解する社会性、および、多様な文化や価値観を理解し
高い倫理観を備えた国際性を身につけている。

③論理的コミュニケーション能力
理工学の基礎に基づき、正確かつ論理的に情報を伝え、討論を行う能力を持つ。ま
た、論理的に文章をまとめることができる。自分の考えを正確に主張すると同時に
他者の考えも理解し尊重する協調性を有する。

博
士
前
期
課
程

デディィププロロママ・・ポポリリシシーー
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① ② ③

ディプロマ・ポリシー

(プログラム)

授　　業　　科　　目

単

位

数

必修／選択

科目区分

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

2 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎ 〇

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

全
専
攻
共
通

大
学
院
実
践
教
育
科
目

大
学
院
産
学
連
携
科
目

大学院インࢱーンシࢵプ

㔞子物理工学基礎

㹇㹒᭱前⥺

大学院実践₇⩦（Ⅰ）

大学院実践₇⩦（Ⅱ）

大学院実践₇⩦（Ⅲ）

大学院実践₇⩦（Ⅳ）

実践的先㐍機ჾ分析

先端༙導体デࣂイス基礎

光・㔞子࢚ࣞࢺࢡロニࢡス基礎

光デࣂイス工学基礎

生体機能シスࢸム学基礎

生体ィ 工学特論

光通信デࣂイス特論

ᅛ体物性論基礎

分子⣽⬊生物学基礎

生体情報学基礎

㞟✚ᅇ㊰基礎

㔞子࢚ネࣝࢠー科学

ᅛ体・ࢺࣇࢯマࢱーࢺ࢛ࣇニࢡス特論

情報光工学特論

⏬ീ情報学基礎

光化学

応用電☢Ẽ学

ᅛ体㔞子工学

生物有機化学

環境ᮦᩱ学特論

ナノࢺ࢛ࣇニࢡス特論

光通信シスࢸム特論

ナノ࢚ࣞࢺࢡロニࢡス特論

基
盤
理
工
学
専
攻

大
学
院
専
門
教
育
科
目

専
門
科
目
Ⅱ

専
門
科
目
Ⅰ

大学院インࢱーンシࢵプ（ᾏእ）

大学院インࢱーンシࢵプ（㛗期）

大学院インࢱーンシࢵプ（ᾏእ・㛗
期）

大学院ᾏእ語学◊修I

大学院ᾏእ語学◊修Ⅱ

実シスࢸム๰㐀

デーࢧࢱイ࢚ンࢸィスࢺ特論

デー࢔ࢱンࣞࢺプࣞナー実践論

オープンイノベーションスࢡーࣝⅠ

オープンイノベーションスࢡーࣝⅡ
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㟁
Ꮚ
ᕤ
学

ග
ᕤ
学

≀
理
ᕤ
学

化
学
⏕
࿨
ᕤ

学

基
┙
理
ᕤ
学

࢜
ー

プ
ン
イ
ࣀ

ベ
ー

シ
䣼

ン

① ② ③

ディプロマ・ポリシー

(プログラム)

授　　業　　科　　目

単

位

数

必修／選択

科目区分

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

2 ○ ○ ◎

࢜ープンラ࣎࣡ーࢡⅠᣮᡓ 4 ○ ○ ○ ○ ە ◎ ○ ○

࢜ープンラ࣎࣡ーࢡⅡ開ᣅ 4 ○ ○ ○ ○ ە ◎ ○ ○

࢜ープンラ࣎࣡ーࢡⅢ⼥合 4 ○ ○ ○ ○ ە ◎ ○ ○

࢜ープンラ࣎࣡ーࢡⅣ㠉新 4 ○ ○ ○ ○ ە ◎ ○ ○

ὀ㸯㸸ࠕディプロマ・ポリシーࠖḍの◎ࡣ主に関୚が࠶るせ⣲、○࠶ࡣる程度関୚が࠶るせ⣲を⾲す。

ὀ㸰㸸ࠕ必修／選択ࠖḍの◎ࡣ必修、ࡣە選択必修、○ࡣ選択を⾲す。

基
┙
理
ᕤ
学
専
攻

大
学
院
専
門
教
育
科
目

専
門
科
目
Ⅱ

ム⏕≀学特論ࣀࢤ

࢜
ー

プ
ン

ラ
࣎
࣡
ー

ࢡ

จ⦰体㔞Ꮚᕤ学特論

㟁Ꮚ≀性特論

㹖線⤖ᬗ学特論

ᅛ体≀性化学特論

⏕࿨分Ꮚ科学特論

ప 㔞Ꮚ≀性ᕤ学特論

ナࢺࣀライ࣎ロジー特論

⤫ィ≀理ᕤ学特論

現代ࣞーザー分ග学特論

ཎᏊගᕤ学特論

化学⏕࿨ᕤ学特論

↓機≀質化学特論

≀理化学特論

≀理ᕤ学特論

㔞Ꮚ情報ග学特論
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